
 
 
１ はじめに 

掛川市・袋井市病院企業団立中東遠総合医療センターは平成 25年 5月に

袋井市立袋井市民病院と掛川市立総合病院が統合して新たに開院した病院

で、県内唯一の脳血管内治療専門医の研修施設です。スタッフ一同より良

い治療や研修ができる施設となるよう積極的に取り組んでいます。 

ぜひ私たちと一緒に研修しませんか。 

 

 

プログラムリーダー 中東遠総合医療センター 副院長兼脳神経外科統括部長 市橋鋭一 

 

２ 目的 

 脳神経外科における脳血管治療の分野においては、脳動脈瘤へのコイル塞栓術、閉塞性脳血管

障害へのステント留置術など最新の手術が効果を挙げているが、高度な技術が要求されるため、

医療の現場で必要な研修を行い専門医を養成する。 

 

３ 目標 

 日本脳神経血管内治療学会の定める標準的なカリキュラムを参考にして、必要な技術の取得を

目指す。 

 

４ 特徴 

 県内唯一の日本脳神経血管内治療学会認定研修施設である中東遠総合医療センターを中心に、

県内の病院が協力して脳血管内治療専門医を養成するプログラムである。 

 

５ 研修カリキュラム 

専門医申請には、研修施設で 1 年以上の専門訓練、300 例以上の脳血管撮影、100 例以上の症

例経験、20例以上の脳血管治療術者であること等が必要であり、期間内にこれらの条件を満たす

ように研修を行います。 

 

６ 研修例 

  1 年目、2 年目を通じて中東遠総合医療センター及び静岡市立静岡病院で研修していただきま

す。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

脳血管内治療専門医研修ネットワークプログラム 



７ 研修病院群 

中東遠総合医療センター 

（指導する医師） 

  脳神経外科 市橋鋭一 （プログラム責任者） 

  （脳神経外科専門医 日本脳神経血管内治療学会認定指導医） 

 脳神経外科 打田 淳 

（脳神経外科専門医 日本脳神経血管内治療学会認定専門医） 

  脳神経外科 梅津正成 

（脳神経外科専門医 日本脳神経血管内治療学会認定専門医） 

 

静岡市立静岡病院 

（指導する医師） 

脳神経外科 深澤 誠司 

（脳神経外科専門医 日本脳神経血管内治療学会認定専門医） 

脳神経外科 野中 裕康 

（脳神経外科専門医 日本脳神経血管内治療学会認定専門医） 

 

８ 病院群の症例実績 

中東遠総合医療センター 

・ 県内唯一の学会指定施設であり、積極的に治療を行っている。 

・ 昨年度の脳血管内治療件数 

動脈瘤塞栓術（破裂動脈瘤） 19件 

動脈瘤塞栓術（未破裂動脈瘤） 16件 

動静脈奇形 davf（脳） 7 件 

動静脈奇形 davf（脊髄） 2 件 

脳動脈再開通療法 19件 

CAS（頚部内頚動脈ステント留置術） 28件 

頭蓋内 PTA STENT 14件 

頭蓋外 PTA STENT 3 件 

脳血管攣縮薬物動注療法 14件 

腫瘍塞栓術 5 件 

硬膜動静脈瘻塞栓術 10件 

 

９ 研修期間 

基本研修期間を 2 年間とし、うち 1 年間以上を学会認定研修施設である中東遠総合医療セン

ターに勤務することで、専門医取得に必要な症例数確保と研修を行う。 

 脳外科専門医等の専門医取得を併せて希望する場合には、各研修施設と調整の上、必要な研修

が受けられるよう個別に調整する。 

 

 



１０ プログラム参加の要件 

（2年間で専門医を取得する場合） 

1. 日本脳神経血管内治療学会認定専門医の取得を目指す医師であること。 

2. 脳神経外科専門医または関連学会（神経放射線、救急、内科）の専門医資格を取得済みか

取得見込みであること。 

3. 2 年間の研修が可能であること。 

4. 日本脳神経血管内治療学会の正会員であること。 

 

（他の専門医と合わせ、2年以上の期間で取得する場合） 

日本脳神経血管内治療学会認定専門医の取得を目指す医師であること。 

 

１１ 処遇 

 各病院の常勤医として採用する。 

給与等の勤務条件は各病院の定めるところによる。 

 

１２ プログラム終了後の進路 

研修期間終了後は中東遠総合医療センターの常勤医として継続雇用が可能。 

 

１３ プログラム運営委員会 

○プログラムの管理 

436-8555 掛川市菖蒲ヶ池１－１    

掛川市・袋井市病院企業団立 

中東遠総合医療センター 副院長兼脳神経外科統括部長 市橋鋭一 

電話：0537-21-5555 FAX：0537-28-8971 

    

 

１４ その他 

  （募集人員） 

  平成 27年度 2 名 

  （その後、中東遠総合医療センターでの研修が毎年度 2名以内程度に調整する） 

 

 

 

 


